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コンフィギュレーションファイルの管理の前提条件
•ユーザには、少なくとも Cisco IOS環境とコマンドラインインターフェイスに関する基本的
な知識が必要です。

•システムでは、少なくとも最小限の設定が実行されていることが必要です。基本設定ファイ
ルは、setupコマンドを使用して作成できます。

コンフィギュレーションファイルの管理の制約事項
•このドキュメントで説明されている Cisco IOSコマンドの多くが使用可能であり機能するの
は、スイッチの特定のコンフィギュレーションモードでのみです。

• Cisco IOSコンフィギュレーションコマンドのいくつかは、特定のスイッチプラットフォー
ムでのみ使用可能であり、コマンド構文はプラットフォームによって異なる可能性がありま

す。
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コンフィギュレーションファイルの管理について

コンフィギュレーションファイルのタイプ

コンフィギュレーションファイルには、Ciscoスイッチの機能をカスタマイズするための Cisco
IOSソフトウェアコマンドが含まれています。コマンドは、システムを起動したとき（startup-config
ファイルから）、またはコンフィギュレーションモードで CLIにコマンドを入力したときに、
Cisco IOSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイル（startup-config）は、ソフトウェアを設定する
ためにシステムの起動時に使用されます。実行コンフィギュレーションファイル（running-config）
には、ソフトウェアの現在の設定が含まれています。2つのコンフィギュレーションファイルは
別々の設定にできます。たとえば、コンフィギュレーションを永続的ではなく短期間で変更する

場合があります。このような場合、configure terminalEXECコマンドを使用して実行コンフィギュ
レーションを変更しますが、copy running-config startup-config EXECコマンドを使用して設定を
保存することはありません。

実行コンフィギュレーションを変更するには、コンフィギュレーションファイルの変更（CLI）
の説明に従って、configure terminalコマンドを使用します。Cisco IOSコンフィギュレーション
モードの使用時には、通常コマンドはすぐに実行され、入力直後またはコンフィギュレーション

モードを終了した時点で実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、copy running-config
startup-configEXECコマンドを使用してスタートアップコンフィギュレーションに実行コンフィ
ギュレーションファイルを保存するか、ファイルサーバからスタートアップコンフィギュレー

ションにコンフィギュレーションファイルをコピーします（詳細については、TFTPサーバから
スイッチへのコンフィギュレーションファイルのコピー（CLI）を参照してください）。

コンフィギュレーションモードとコンフィギュレーションソースの

選択

スイッチ上でコンフィギュレーションモードを開始するには、特権EXECプロンプトで configure
コマンドを入力します。Cisco IOSソフトウェアは次のプロンプトで応答し、端末、メモリ、また
はネットワークサーバ（ネットワーク）上に格納されたファイルのいずれかを、コンフィギュ

レーションコマンドのソースとして指定するように要求されます。

Configuring from terminal, memory, or network [terminal]?

端末からの設定では、コマンドラインにコンフィギュレーションコマンドを入力できます（次の

項を参照してください）。詳細については、スタートアップコンフィギュレーションファイル

でのコンフィギュレーションコマンドの再実行（CLI）の項を参照してください。
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ネットワークからの設定では、ネットワーク経由でコンフィギュレーションコマンドをロードし

て実行できます。詳細については、TFTPサーバからスイッチへのコンフィギュレーションファ
イルのコピー（CLI）の項を参照してください。

CLI を使用したコンフィギュレーションファイルの変更
Cisco IOSソフトウェアは、1行につき 1つのコンフィギュレーションコマンドを受け入れます。
コンフィギュレーションコマンドは、必要なだけ入力できます。コンフィギュレーションファイ

ルには、入力したコマンドを説明するコメントを追加できます。コメントの先頭には、感嘆符（!）
を付けます。コメントは NVRAMにもコンフィギュレーションファイルのアクティブコピーに
も格納されないため、show running-configまたはmore system:running-config EXECコマンドでア
クティブな設定のリストを表示しても、コメントは表示されません。show startup-configまたは
more nvram:startup-config EXECモードコマンドでスタートアップコンフィギュレーションのリ
ストを表示しても、コメントは表示されません。コメントは、コンフィギュレーションファイル

がスイッチにロードされたときにコンフィギュレーションファイルから削除されます。ただし、

ファイル転送プロトコル（FTP）、リモートコピープロトコル（RCP）、またはTrivialFileTransfer
Protocol（TFTP）サーバ上に格納されているコンフィギュレーションファイルのコメントのリス
トは表示できます。CLIを使用してソフトウェアは設定するときは、ユーザの入力に従ってソフ
トウェアによりコマンドが実行されます。

コンフィギュレーションファイルの場所

コンフィギュレーションファイルは、次の場所に格納されます。

•実行コンフィギュレーションは RAMに格納されます。

•クラス Aフラッシュファイルシステムプラットフォーム以外のすべてのプラットフォーム
上では、スタートアップコンフィギュレーションは不揮発性 RAM（NVRAM）に格納され
ます。

•クラスAフラッシュファイルシステムプラットフォーム上では、スタートアップコンフィ
ギュレーションは CONFIG_FILE環境変数で指定された場所に格納されます（詳細について
は、セクションクラス Aフラッシュファイルシステムでの CONFIG_FILE環境変数の指定
（CLI）を参照してください）。CONFIG_FILE変数は、デフォルトではNVRAMになります
が、次のファイルシステムのファイルも指定できます。

◦ nvram:（NVRAM）

◦ flash:（内部フラッシュメモリ）

◦ usbflash0:（外部 usbflashファイルシステム）
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ネットワークサーバからスイッチへのコンフィギュレーションファ

イルのコピー

TFTP、rcp、または FTPサーバからスイッチの実行コンフィギュレーションまたはスタートアッ
プコンフィギュレーションへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。この機能は、

次のいずれかの理由により実行する場合があります。

•バックアップコンフィギュレーションファイルを復元するため。

•別のスイッチにコンフィギュレーションファイルを使用するため。たとえば、別のスイッチ
をネットワークに追加して、そのコンフィギュレーションを元のスイッチと同様にする場合

です。新しいスイッチにファイルをコピーすることにより、ファイル全体を再作成するので

はなく、該当部分を変更できます。

•同一のコンフィギュレーションコマンドをネットワーク内のすべてのスイッチにロードし
て、すべてのスイッチのコンフィギュレーションを同様にするため。

コマンドラインにコマンドを入力した場合と同様に、copy{ftp: | rcp: | tftp:system:running-config}
EXECコマンドはスイッチにコンフィギュレーションファイルをロードします。コマンドを追加
する前に、スイッチにより既存の実行コンフィギュレーションが消去されることはありません。

コピーされたコンフィギュレーションファイル内のコマンドによって既存のコンフィギュレー

ションファイル内のコマンドが置き換えられると、既存のコマンドは消去されます。たとえば、

コピーされたコンフィギュレーションファイルに格納されている特定のコマンドの IPアドレス
が、既存のコンフィギュレーションに格納されている IPアドレスと異なる場合は、コピーされた
コンフィギュレーション内の IPアドレスが使用されます。ただし、既存のコンフィギュレーショ
ン内の一部のコマンドには、置き換えられたり無効になったりしないものもあります。このよう

なコマンドがある場合は、既存のコンフィギュレーションファイルとコピーされたコンフィギュ

レーションファイルが組み合わされた（コピーされたコンフィギュレーションファイルが優先す

る）コンフィギュレーションファイルが作成されます。

コンフィギュレーションファイルをサーバ上に格納されているファイルの正確なコピーとして復

元するには、そのコンフィギュレーションファイルをスタートアップコンフィギュレーションに

直接コピーし（copy ftp:| rcp:| tftp:} nvram:startup-configコマンドを使用）、スイッチをリロード
する必要があります。

サーバからスイッチへコンフィギュレーションファイルをコピーするには、次の項で説明する作

業を実行します。

使用するプロトコルは、使用中のサーバのタイプに応じて異なります。FTPおよび rcpのトラン
スポートメカニズムは、TFTPよりも高速でデータ配信の信頼性も優れています。これらの改善
は、FTPおよび rcpのトランスポートメカニズムがコネクション型の TCP/IPスタック上に構築さ
れており、これを使用しているために可能になりました。
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Deviceから TFTP サーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
一部のTFTP実装では、TFTPサーバ上にダミーファイルを作成し、読み取り、書き込み、および
実行を許可してから、ダミーファイルを上書きする形でファイルをコピーする必要があります。

詳細については、ご使用の TFTPのマニュアルを参照してください。

スイッチから RCP サーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
スイッチから RCPサーバへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。

ネットワークを UNIXコミュニティでリソースとして使用する最初の試みの 1つは、リモート
シェル（RSH）およびリモートコピー（rcp）機能が含まれた、リモートシェルプロトコルの設
計および実装につながりました。rshおよび rcpにより、ユーザはリモートでコマンドを実行し、
ネットワーク上のリモートホストまたはサーバにあるファイルシステムからまたはファイルシ

ステムへファイルをコピーすることが可能になります。シスコの rshおよび rcp実装は、標準実装
と相互運用できます。

rcpの copyコマンドは、リモートシステム上の rshサーバ（またはデーモン）に依存します。rcp
を使用してファイルをコピーするために、TFTPのようにファイル配布用のサーバを作成する必要
はありません。必要なのは、リモートシェル（rsh）をサポートするサーバへのアクセスだけです
（ほとんどの UNIXシステムは rshをサポートしています）。ファイルをある場所から別の場所
へコピーするため、コピー元ファイルに対する読み取り権限と、コピー先ファイルに対する書き

込み権限が必要です。コピー先ファイルが存在しない場合は、rcpにより作成されます。

シスコの rcp実装はUNIXの rcp実装（ネットワーク上のシステム間でファイルをコピー）の関数
をエミュレートしたものですが、シスコのコマンド構文は UNIXの rcpコマンド構文とは異なり
ます。シスコの rcpサポートは、rcpをトランスポートメカニズムとして使用する一連の copyコ
マンドを提供しています。これらの rcp copyコマンドは、シスコの TFTP copyコマンドに類似し
ていますが、高速で信頼性の高いデータ配信を実現する代替方法を備えているという点が異なり

ます。これらの改善は、rcpのトランスポートメカニズムがコネクション型の TCP/IPスタック上
に構築されており、これを使用しているために可能になりました。rcpコマンドを使用して、ス
イッチからネットワークサーバ、またはその逆へシステムイメージおよびコンフィギュレーショ

ンファイルをコピーできます。

また、rcpサポートをイネーブルにし、リモートシステムのユーザがスイッチから、またはその
逆へファイルをコピーできるようにすることも可能です。

リモートユーザによるスイッチとのファイルのコピーができるように Cisco IOSソフトウェアを
設定するには、ip rcmd rcp-enableグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。

[Restrictions（機能制限）]

RCPプロトコルでは、クライアントは RCP要求ごとにリモートユーザ名をサーバに送信する必
要があります。RCPを使用してスイッチからサーバへコンフィギュレーションファイルをコピー
する場合、Cisco IOSソフトウェアによって、次の順番で最初に発見された有効なユーザ名が送信
されます。

1 copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。
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2 ip rcmd remote-usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユーザ名
（コマンドが設定されている場合）。

3 現在の TTY（端末）プロセスに関連付けられているリモートユーザ名。たとえば、ユーザが
Telnetを介してスイッチに接続されており、usernameコマンドを介して認証された場合は、
Telnetユーザ名がリモートユーザ名としてスイッチソフトウェアによって送信されます。

4 スイッチの管理ホスト名。

RCPコピー要求を正常に実行するためには、ネットワークサーバ上にリモートユーザ名のアカウ
ントを定義する必要があります。このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コンフィギュ

レーションファイルまたはイメージは、サーバ上のリモートユーザ名と関連付けられたディレク

トリに書き込まれるか、そのディレクトリからコピーされます。たとえば、システムイメージが

サーバ上のユーザのホームディレクトリにある場合は、そのユーザの名前をリモートユーザ名と

して指定できます。

ip rcmd remote-usernameコマンドを使用して、すべてのコピーに対してユーザ名を指定します。
（rcmdは、スーパーユーザレベルで使用されるUNIXルーチンで、予約されたポート番号に基づ
いた認証スキームを使用してリモートマシン上でコマンドを実行します。rcmdは「RemoteCommand
（リモートコマンド）」の略です）。特定のコピー操作にのみ使用するユーザ名を指定する場合

は、copyコマンド内でユーザ名を指定します。

サーバに書き込む場合、スイッチ上のユーザからの RCP書き込み要求を受け入れるよう、RCP
サーバを適切に設定する必要があります。UNIXシステムの場合は、RCPサーバ上のリモートユー
ザ用の .rhostsファイルにエントリを追加する必要があります。たとえば、スイッチに次の設定行
が含まれているとします。

hostname Device1
ip rcmd remote-username User0

スイッチの IPアドレスがスイッチ1.example.comに変換される場合、RCPサーバ上の User0の
.rhostsファイルには、次の行が含まれることになります。

Device1.example.com Device1

RCP ユーザ名に関する要件

RCPプロトコルでは、クライアントは RCP要求ごとにリモートユーザ名をサーバに送信する必
要があります。RCPを使用してスイッチからサーバへコンフィギュレーションファイルをコピー
する場合、Cisco IOSソフトウェアによって、次の順番で最初に発見された有効なユーザ名が送信
されます。

1 copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。

2 ip rcmd remote-usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユーザ名
（コマンドが設定されている場合）。

3 現在の TTY（端末）プロセスに関連付けられているリモートユーザ名。たとえば、ユーザが
Telnetを介してスイッチに接続されており、usernameコマンドを介して認証された場合は、
Telnetユーザ名がリモートユーザ名としてスイッチソフトウェアによって送信されます。
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4 スイッチの管理ホスト名。

RCPコピー要求を実行するためには、ネットワークサーバ上にリモートユーザ名のアカウントを
定義する必要があります。このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コンフィギュレー

ションファイルまたはイメージは、サーバ上のリモートユーザ名と関連付けられたディレクトリ

に書き込まれるか、そのディレクトリからコピーされます。たとえば、システムイメージがサー

バ上のユーザのホームディレクトリにある場合は、そのユーザの名前をリモートユーザ名として

指定します。

詳細については、ご使用の RCPサーバのマニュアルを参照してください。

スイッチから FTP サーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
スイッチから FTPサーバへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。

FTP ユーザ名およびパスワードの概要

FTPプロトコルでは、FTP要求ごとにリモートユーザ名およびパスワードを、クライアントがサー
バに送信する必要があります。FTPを使用してスイッチからサーバへコンフィギュレーション
ファイルをコピーする場合、Cisco IOSソフトウェアは、次の順番で最初に発見した有効なユーザ
名を送信します。

1 copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。

2 ip ftp usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユーザ名（コマン
ドが設定されている場合）。

3 Anonymous

スイッチは次の順番で最初に発見した有効なパスワードを送信します。

1 copyコマンドで指定されたパスワード（パスワードが指定されている場合）。

2 ip ftp passwordコマンドで設定されたパスワード（コマンドが設定されている場合）。

3 スイッチは、username@スイッチname.domainというパスワードを生成します。変数 username
は現在のセッションと関連付けられたユーザ名、スイッチnameは設定済みホスト名、domain
はスイッチのドメインです。

ユーザ名およびパスワードは、FTPサーバのアカウントに関連付けられている必要があります。
サーバに書き込む場合、スイッチ上のユーザからのFTP書き込み要求を受け入れるよう、FTPサー
バを適切に設定する必要があります。

このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コンフィギュレーションファイルまたはイ

メージは、サーバ上のユーザ名と関連付けられたディレクトリに書き込まれるか、そのディレク

トリからコピーされます。たとえば、システムイメージがサーバ上のユーザのホームディレクト

リにある場合は、そのユーザの名前をリモートユーザ名として指定します。

詳細については、ご使用の FTPサーバのマニュアルを参照してください。
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ip ftp usernameおよび ip ftp passwordグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、
すべてのコピーに対してユーザ名とパスワードを指定します。当該のコピー操作だけに対してユー

ザ名を指定する場合は、copy EXECコマンドにユーザ名を含めます。

スイッチから別のスイッチへの設定ファイルのコピー

あるスイッチから別のスイッチに設定をコピーすることができます。これは 2ステッププロセス
です。スイッチからTFTPサーバに設定をコピーし、次にTFTPから別のスイッチに設定をコピー
します。

スイッチから現在の設定をコピーするには、copy startup-config tftp:コマンドを実行し、続く指示
に従います。設定が TFTPサーバにコピーされます。

次に、別のスイッチへログインし、copy tftp: startup-configコマンドを実行して、続く指示に従い
ます。これで、設定は別のスイッチにコピーされます。

設定をコピーした後、その設定を保存するには、write memoryコマンドを使用し、その後スイッ
チをリロードするか、または copy startup-config running-configコマンドを実行します。

詳細については、『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command Reference, Cisco IOS XE Release
16.1 (Catalyst 3850 Switches)』を参照してください。

NVRAM より大きいコンフィギュレーションファイル
NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイルを維持管理するには、以降の項の情報を
知っておく必要があります。

コンフィギュレーションファイルの圧縮

service compress-configグローバルコンフィギュレーションコマンドは、コンフィギュレーショ
ンファイルを圧縮して NVRAMに格納することを指定します。コンフィギュレーションファイ
ルが圧縮されると、スイッチは正常に機能します。システムの起動時に、システムはコンフィギュ

レーションファイルが圧縮されていることを認識し、圧縮されたコンフィギュレーションファイ

ルを展開して、正常に処理を進めます。more nvram:startup-config EXECコマンドにより、コン
フィギュレーションが展開されてから表示されます。

コンフィギュレーションファイルを圧縮する前に、適切なハードウェアのインストレーションお

よびメンテナンスマニュアルを参照してください。ご利用のシステムの ROMがファイル圧縮を
サポートしていることを確認します。サポートしていない場合、ファイル圧縮をサポートしてい

る新しい ROMをインストールできます。

コンフィギュレーションのサイズは、NVRAMのサイズの 3倍を超えてはいけません。NVRAM
のサイズが 128 KBの場合、展開できる最大のコンフィギュレーションファイルのサイズは 384
KBです。

service compress-configグローバルコンフィギュレーションコマンドは、Cisco IOSソフトウェア
リリース 10.0以降のブート ROMを使用している場合に限り実行できます。新しい ROMをイン
ストールするのは 1回限りの操作で、ROMに Cisco IOS Release 10.0がない場合だけ必要です。
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ブート ROMが圧縮コンフィギュレーションを認識しない場合は、次のメッセージが表示されま
す。

Boot ROMs do not support NVRAM compression Config NOT written to NVRAM

コンフィギュレーションのクラス A フラッシュファイルシステム上のフラッシュ
メモリへの格納

クラス Aフラッシュファイルシステムのスイッチ上では、内部フラッシュメモリのファイルま
たは PCMCIAスロットのフラッシュメモリのファイルに CONFIG_FILE環境変数を設定すること
により、スタートアップコンフィギュレーションをフラッシュメモリに格納できます。

詳細については、クラス Aフラッシュファイルシステムでの CONFIG_FILE環境変数の指定
（CLI）を参照してください。

大きいコンフィギュレーションを編集または変更する場合は、注意する必要があります。フラッ

シュメモリ領域は copy system:running-config nvram:startup-config EXECコマンドが発行される
たびに使用されます。フラッシュメモリのファイル管理（空き領域の最適化などの）は自動的に

は行われないため、利用可能なフラッシュメモリに十分注意を払う必要があります。squeezeコ
マンドを使用して、使用済み領域を再要求します。20 MB以上の大容量フラッシュカードを使用
することを推奨します。

ネットワークからのコンフィギュレーションコマンドのロード

コンフィギュレーションが大きい場合は、FTP、RCP、TFTPのいずれかのサーバに格納しておき、
システムの起動時にダウンロードすることもできます。ネットワークサーバを大きいコンフィ

ギュレーションの保存に使用するためのコマンドの詳細については、セクションDeviceからTFTP
サーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー（CLI）およびコンフィギュレーションファ
イルをダウンロードするスイッチの設定を参照してください。

コンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定

システムの起動時に 1つまたは 2つのコンフィギュレーションファイルをロードするようにス
イッチを設定できます。コンフィギュレーションファイルは、コマンドラインにコマンドを入力

した場合と同様に、メモリにロードされ読み込まれます。そのため、スイッチのコンフィギュレー

ションは、元のスタートアップコンフィギュレーションと 1つまたは 2つのダウンロードされた
コンフィギュレーションファイルが混在したものになります。

ネットワークとホストのコンフィギュレーションファイル

歴史的な理由から、スイッチが最初にダウンロードするファイルは、ネットワークコンフィギュ

レーションファイルと呼ばれます。スイッチが 2番目にダウンロードするファイルは、ホストコ
ンフィギュレーションファイルと呼ばれます。2つのコンフィギュレーションファイルは、ネッ
トワーク上のすべてのスイッチが同一コマンドの多くを使用する場合に使用できます。ネットワー

クコンフィギュレーションファイルには、すべてのスイッチを設定するために使用される標準コ
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マンドが含まれます。ホストコンフィギュレーションファイルには、特定の 1つのホストに固有
のコマンドが含まれます。2つのコンフィギュレーションファイルをロードする場合、ホストコ
ンフィギュレーションファイルを、もう 1つのファイルより優先させる必要があります。ネット
ワークコンフィギュレーションファイルとホストコンフィギュレーションファイルの両方とも、

TFTP、RCP、FTPのいずれかを介して到達可能なネットワークサーバ上にあり、読み取り可能で
ある必要があります。

コンフィギュレーションファイル情報の管理方法

コンフィギュレーションファイル情報の表示（CLI）
コンフィギュレーションファイルに関する情報を表示するには、このセクションの手順を実行し

ます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

BOOT環境変数の内容（設定されている場合）、
CONFIG_FILE環境変数によって指定されているコンフィ

showboot

例：

Device# show boot

ステップ 2   

ギュレーションファイルの名前、およびBOOTLDR環境
変数の内容を示します。

指定されたファイルの内容を表示します。more file-url

例：

Device# more 10.1.1.1

ステップ 3   

実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示しま

す（more system:running-configコマンドのコマンドエイ
リアス）。

showrunning-config

例：

Device# show
running-config

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

スタートアップコンフィギュレーションファイルの内容

を表示します。（more nvram:startup-configコマンドの
コマンドエイリアス）。

showstartup-config

例：

Device# show
startup-config

ステップ 5   

クラス Aフラッシュファイルシステムプラットフォー
ム以外のすべてのプラットフォーム上では、通常、デフォ

ルトの startup-configファイルは NVRAMに格納されま
す。

クラス Aフラッシュファイルシステムプラットフォー
ム上では、CONFIG_FILE環境変数はデフォルトの
startup-configファイルを指定します。

CONFIG_FILE変数のデフォルトはNVRAMになります。

コンフィギュレーションファイルの変更（CLI）
Cisco IOSソフトウェアは、1行につき 1つのコンフィギュレーションコマンドを受け入れます。
コンフィギュレーションコマンドは、必要なだけ入力できます。コンフィギュレーションファイ

ルには、入力したコマンドを説明するコメントを追加できます。コメントの先頭には、感嘆符（!）
を付けます。コメントは NVRAMにもコンフィギュレーションファイルのアクティブコピーに
も格納されないため、show running-configまたはmoresystem:running-config EXECコマンドでア
クティブな設定のリストを表示しても、コメントは表示されません。また、show startup-config
またはmore nvram:startup-config EXECモードコマンドでスタートアップコンフィギュレーショ
ンのリストを表示しても、コメントは表示されません。コメントは、コンフィギュレーション

ファイルがスイッチにロードされたときにコンフィギュレーションファイルから削除されます。

ただし、ファイル転送プロトコル（FTP）、リモートコピープロトコル（RCP）、または Trivial
File Transfer Protocol（TFTP）サーバ上に格納されているコンフィギュレーションファイルのコメ
ントのリストは表示できます。CLIを使用してソフトウェアは設定するときは、ユーザの入力に
従ってソフトウェアによりコマンドが実行されます。CLIを使用してソフトウェアを設定するに
は、特権 EXECモードを開始して次のコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

必要なコンフィギュレーションコマン

ドを入力します。Cisco IOSマニュアル
configurationcommand

例：

Device(config)# configuration command

ステッ

プ 3   
セットに、テクノロジー別に編成された

コンフィギュレーションコマンドが説

明されています。

コンフィギュレーションセッションを

終了し、EXECモードに戻ります。
次のいずれかを実行します。ステッ

プ 4   • end
Ctrlキーと Zキーを同時に押
すと、画面に^Zと表示されま
す。

（注）• ^Z

例：

Device(config)# end

実行コンフィギュレーションファイル

をスタートアップコンフィギュレーショ

ンファイルとして保存します。

copysystem:running-confignvram:startup-config

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステッ

プ 5   

copy running-config startup-configコマ
ンドエイリアスも使用できますが、こ

のコマンドは精度が高くないため、注意

する必要があります。ほとんどのプラッ

トフォーム上では、このコマンドにより

コンフィギュレーションは NVRAMに
保存されます。クラスAフラッシュファ
イルシステムのプラットフォーム上で

は、この手順によりコンフィギュレー

ションはCONFIG_FILE環境変数によっ
て指定された場所に保存されます（デ

フォルトの CONFIG_FILE変数では、
ファイルの保存先は NVRAMに指定さ
れています）。
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例

次の例では、スイッチのスイッチプロンプト名が設定されています。感嘆符（!）で示されたコメ
ント行では、いずれのコマンドも実行されません。hostnameコマンドは、スイッチからnew_name
へスイッチ名を変更するために使用されます。Ctrl-Z（^Z）キーを押すか、endコマンドを入力す
ると、コンフィギュレーションモードが終了します。copy system:running-config
nvram:startup-configコマンドにより、現在のコンフィギュレーションがスタートアップコンフィ
ギュレーションに保存されます。

Device# configure terminal
Device(config)# !The following command provides the switch host name.
Device(config)# hostname new_name
new_name(config)# end
new_name# copy system:running-config nvram:startup-config

スタートアップコンフィギュレーションが NVRAMにある場合は、現在の設定情報がコンフィ
ギュレーションコマンドとしてテキスト形式で格納され、デフォルト以外の設定だけが記録され

ます。破損データから保護するために、メモリはチェックサム算出されます。

一部の特定のコマンドは、NVRAMに保存されない場合があります。これらのコマンドは、マ
シンをリブートしたときに再入力する必要があります。これらのコマンドは、マニュアルに記

載されています。リブート後にすばやくスイッチを再設定できるように、これらの設定のリス

トを保管しておくことを推奨します。

（注）

Deviceから TFTP サーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
（CLI）

TFTPネットワークサーバ上の設定をコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

TFTPサーバへ実行コンフィギュレー
ションファイルをコピーします。

copysystem:running-configtftp: [[[//location
]/directory ]/filename ]

例：

Device# copy system:running-config
tftp: //server1/topdir/file10

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

TFTPサーバへスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルをコピーしま

す。

copynvram:startup-configtftp: [[[//location
]/directory ]/filename ]

例：

Device# copy nvram:startup-config tftp:
//server1/1stdir/file10

ステップ 3   

例

次に、スイッチからTFTPサーバへコンフィギュレーションファイルをコピーする例を示します。

Device# copy system:running-config tftp://172.16.2.155/tokyo-confg
Write file tokyo-confg on host 172.16.2.155? [confirm] Y
Writing tokyo-confg!!! [OK]

次の作業

copyコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示される
場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file promptグ
ローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

Deviceから RCP サーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
（CLI）

スイッチからRCPサーバへスタートアップコンフィギュレーションファイルまたは実行コンフィ
ギュレーションファイルをコピーするには、特権 EXECモードを開始して次のコマンドを使用し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

（任意）デフォルトのリモートユーザ

名を変更します。

iprcmdremote-username username

例：

Device(config)# ip rcmd remote-username
NetAdmin1

ステップ 3   

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

次のいずれかを実行します。ステップ 5   •スイッチの実行コンフィギュレー
ションファイルが RCPサーバ上に
格納されるように指定します。

• copysystem:running-configrcp:
[[[//[username@]location ]/directory
]/filename ] または

• copynvram:startup-config rcp:
[[[//[username@]location ]/directory
]/filename ]

•スイッチのスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルが RCP
サーバ上に格納されるように指定し

ます。

例：

Device# copy system:running-config rcp:
//NetAdmin1@example.com/dir-files/file1

例

RCP サーバへの実行コンフィギュレーションファイルの格納

次に、rtr2-confgという名前の実行コンフィギュレーションファイルを IPアドレス 172.16.101.101
のリモートホスト上の netadmin1ディレクトリにコピーする例を示します。

Device# copy system:running-config rcp://netadmin1@172.16.101.101/runfile2-confg
Write file runfile2-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
Building configuration...[OK]
Connected to 172.16.101.101
Device#
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RCP サーバへのスタートアップコンフィギュレーションファイルの格納

次に、RCPを使用してファイルをコピーすることによって、サーバ上にスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルを格納する例を示します。

Device# configure terminal

Device(config)# ip rcmd remote-username netadmin2

Device(config)# end

Device# copy nvram:startup-config rcp:

Remote host[]? 172.16.101.101

Name of configuration file to write [start-confg]?
Write file start-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
![OK]

次の作業

copy EXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示
される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

スイッチから FTP サーバへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー(CLI)

スイッチからFTPサーバへスタートアップコンフィギュレーションファイルまたは実行コンフィ
ギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

スイッチ上で、グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）デフォルトのリモートユーザ名を

指定します。

ipftpusername username

例：

Device(config)# ip ftp username
NetAdmin1

ステップ 3   

（任意）デフォルトのパスワードを指定し

ます。

ipftppassword password

例：

Device(config)# ip ftp password
adminpassword

ステップ 4   

（任意）グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。この手順は、デ

end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

フォルトのリモートユーザ名またはパス

ワードを上書きする場合にだけ必要です（ス

テップ 2および 3を参照）。

FTPサーバの指定された場所へ実行コンフィ
ギュレーションまたはスタートアップコン

次のいずれかを実行します。ステップ 6   

• copysystem:running-configftp:
[[[//[username [:password フィギュレーションファイルをコピーしま

す。]@]location]/directory ]/filename ]
または

• copynvram:startup-config ftp:
[[[//[username [:password
]@]location]/directory ]/filename ]

例：

Device# copy system:running-config
ftp:

例

FTP サーバへの実行コンフィギュレーションファイルの格納

次に、runfile-confgという名前の実行コンフィギュレーションファイルを IPアドレス172.16.101.101
のリモートホスト上の netadmin1ディレクトリにコピーする例を示します。

Device# copy system:running-config ftp://netadmin1:mypass@172.16.101.101/runfile-confg
Write file runfile-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
Building configuration...[OK]
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Connected to 172.16.101.101
Device#

FTP サーバへのスタートアップコンフィギュレーションファイルの格納

次に、FTPを使用してファイルをコピーすることによって、サーバ上にスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルを格納する例を示します。

Device# configure terminal

Device(config)# ip ftp username netadmin2

Device(config)# ip ftp password mypass

Device(config)# end

Device# copy nvram:startup-config ftp:

Remote host[]? 172.16.101.101

Name of configuration file to write [start-confg]?
Write file start-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
![OK]

次の作業

copy EXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示
される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

TFTP サーバからスイッチへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー（CLI）

TFTPサーバからスイッチへコンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を
実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイ
ネーブルにします。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力し
ます（要求された場

合）。
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目的コマンドまたはアクション

TFTPサーバから実行コ
ンフィギュレーションへ

copytftp: [[[//location]/directory]/filename] system:running-config

例：

Device# copy tftp://server1/dir10/datasource
system:running-config

ステッ

プ 2   
コンフィギュレーション

ファイルをコピーしま

す。

TFTPサーバからスター
トアップコンフィギュ

copytftp: [[[//location]/directory]/filename] nvram:startup-config

例：

Device# copy tftp://server1/dir10/datasource
nvram:startup-config

ステッ

プ 3   
レーションへコンフィ

ギュレーションファイル

をコピーします。

TFTPサーバからスター
トアップコンフィギュ

copytftp:
[[[//location]/directory]/filename]flash-[n]:/directory/startup-config

例：

Device# copy tftp://server1/dir10/datasource
flash:startup-config

ステッ

プ 4   
レーションへコンフィ

ギュレーションファイル

をコピーします。

例

次に、IPアドレス 172.16.2.155にある、tokyo-confgという名前のファイルからソフトウェアを設
定する例を示します。

Device# copy tftp://172.16.2.155/tokyo-confg system:running-config

Configure using tokyo-confg from 172.16.2.155? [confirm] Y

Booting tokyo-confg from 172.16.2.155:!!! [OK - 874/16000 bytes]

次の作業

copy EXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示
される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

rcp サーバからスイッチへのコンフィギュレーションファイルのコピー
（CLI）

rcpサーバから実行コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへコ
ンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを
イネーブルにしま

す。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入
力します（要求

された場合）。

（任意）端末からコ

ンフィギュレーショ

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   
ンモードを開始しま

す。この手順は、デ

フォルトのリモート

ユーザ名を上書きす

る場合にだけ必要で

す（ステップ 3を参
照）。

（任意）リモート

ユーザ名を指定しま

す。

iprcmdremote-username username

例：

Device(config)# ip rcmd remote-username NetAdmin1

ステッ

プ 3   

（任意）グローバル

コンフィギュレー

end

例：

Device(config)# end

ステッ

プ 4   
ションモードを終了

します。この手順

は、デフォルトのリ

モートユーザ名また

はパスワードを上書

きする場合にだけ必

要です（ステップ 2
を参照）。

rcpサーバから実行コ
ンフィギュレーショ

次のいずれかを実行します。ステッ

プ 5   • copy
rcp:[[[//[username@]location]/directory]/filename]system:running-config ンまたはスタート

アップコンフィギュ

レーションへコン• copy
rcp:[[[//[username@]location]/directory]/filename]nvram:startup-config フィギュレーション

ファイルをコピーし

ます。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device# copy rcp://[user1@example.com/dir10/fileone]
nvram:startup-config

例

RCP の Running-Config のコピー

次に、host1-confgという名前のコンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが172.16.101.101
のリモートサーバ上の netadmin1ディレクトリからコピーし、スイッチでコマンドをロードし実
行する例を示します。

Device# copy rcp://netadmin1@172.16.101.101/host1-confg system:running-config
Configure using host1-confg from 172.16.101.101? [confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host1-confg:![OK]
Device#
%SYS-5-CONFIG: Configured from host1-config by rcp from 172.16.101.101

RCP の Startup-Config のコピー

次に、リモートユーザ名 netadmin1を指定する例を示します。次に host2-confgという名前のコン
フィギュレーションファイルを、IPアドレスが 172.16.101.101のリモートサーバ上の netadmin1
ディレクトリからスタートアップコンフィギュレーションへコピーします。

Device# configure terminal
Device(config)# ip rcmd remote-username netadmin1
Device(config)# end
Device# copy rcp: nvram:startup-config
Address of remote host [255.255.255.255]? 172.16.101.101
Name of configuration file[rtr2-confg]? host2-confg
Configure using host2-confg from 172.16.101.101?[confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host2-confg:![OK]
[OK]
Device#
%SYS-5-CONFIG_NV:Non-volatile store configured from host2-config by rcp from 172.16.101.101

次の作業

copy EXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示
される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。
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FTP サーバからスイッチへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー（CLI）

FTPサーバから実行コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへコ
ンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモード
をイネーブルにし

ます。

enable

例：

Device> enable

ス

テッ

プ 1   

•パスワードを
入力します

（要求された

場合）。

（任意）グローバ

ルコンフィギュ

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ス

テッ

プ 2   レーションモード

を開始できます。

この手順は、デ

フォルトのリモー

トユーザ名または

パスワードを上書

きする場合にだけ

必要です（ステッ

プ 3および 4を参
照）。

（任意）デフォル

トのリモートユー

ipftpusername username

例：

Device(config)# ip ftp username NetAdmin1

ス

テッ

プ 3   ザ名を指定しま

す。

（任意）デフォル

トのパスワードを

指定します。

ipftppassword password

例：

Device(config)# ip ftp password adminpassword

ス

テッ

プ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）グローバ

ルコンフィギュ

end

例：

Device(config)# end

ス

テッ

プ 5   レーションモード

を終了します。こ

の手順は、デフォ

ルトのリモート

ユーザ名またはパ

スワードを上書き

する場合にだけ必

要です（ステップ

3および 4を参
照）。

FTPを使用して、
ネットワークサー

次のいずれかを実行します。ス

テッ

プ 6   
• copyftp: [[[//[username[:password]@]location] /directory
]/filename]system:running-config バから実行メモリ

またはスタート

アップコンフィ• copyftp: [[[
//[username[:password]@]location]/directory]/filename]nvram:startup-config ギュレーションへ

コンフィギュレー

例：

Device# copy ftp:nvram:startup-config

ションファイルを

コピーします。

例

FTP の Running-Config のコピー

次に、host1-confgという名前のコンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが172.16.101.101
のリモートサーバ上の netadmin1ディレクトリからコピーし、スイッチでコマンドをロードし実
行する例を示します。

Device# copy ftp://netadmin1:mypass@172.16.101.101/host1-confg system:running-config
Configure using host1-confg from 172.16.101.101? [confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host1-confg:![OK]
Device#
%SYS-5-CONFIG: Configured from host1-config by ftp from 172.16.101.101
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FTP の Startup-Config のコピー

次に、リモートユーザ名 netadmin1を指定する例を示します。次に host2-confgという名前のコン
フィギュレーションファイルを、IPアドレスが 172.16.101.101のリモートサーバ上の netadmin1
ディレクトリからスタートアップコンフィギュレーションへコピーします。

Device# configure terminal
Device(config)# ip ftp username netadmin1
Device(config)# ip ftp password mypass
Device(config)# end
Device# copy ftp: nvram:startup-config
Address of remote host [255.255.255.255]? 172.16.101.101
Name of configuration file[host1-confg]? host2-confg
Configure using host2-confg from 172.16.101.101?[confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host2-confg:![OK]
[OK]
Device#
%SYS-5-CONFIG_NV:Non-volatile store configured from host2-config by ftp from 172.16.101.101

次の作業

copy EXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示
される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

NVRAM より大きいコンフィギュレーションファイルの保守
NVRAMのサイズを超えるコンフィギュレーションファイルを保守するには、以降のセクション
で説明するタスクを実行します。

コンフィギュレーションファイルの圧縮（CLI）
コンフィギュレーションファイルを圧縮するには、このセクションの手順を実行してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにし
ます。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求
された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

コンフィギュレーションファイルを

圧縮することを指定します。

servicecompress-config

例：

Device(config)# service compress-config

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

新しいコンフィギュレーションを入

力します。

次のいずれかを実行します。ステップ 5   

•新しいコンフィギュレーションをコピー
するには、FTP、RCP、TFTPを使用しま
す。

• NVRAMのサイズの 3倍以上の
コンフィギュレーションをロー

ドしようとすると、次のエラー

メッセージが表示されます。
• configureterminal

例：

Device# configure terminal

「[buffer overflow - file-size /buffer-size
bytes]。」

実行コンフィギュレーションの変更

が終わったら、新しいコンフィギュ

レーションを保存します。

copysystem:running-confignvram:startup-config

例：

Device(config)# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステップ 6   

例

次に、129 KBのコンフィギュレーションファイルを 11 KBに圧縮する例を示します。

Device# configure terminal

Device(config)# service compress-config

Device(config)# end

Device# copy tftp://172.16.2.15/tokyo-confg system:running-config

Configure using tokyo-confg from 172.16.2.155? [confirm] y
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Booting tokyo-confg from 172.16.2.155:!!! [OK - 874/16000 bytes]
Device# copy system:running-config nvram:startup-config

Building configuration...
Compressing configuration from 129648 bytes to 11077 bytes
[OK]

コンフィギュレーションのクラス A フラッシュファイルシステム上のフラッシュ
メモリへの格納（CLI）

スタートアップコンフィギュレーションをフラッシュメモリに格納するには、このセクションの

手順を実行してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにし
ます。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求
された場合）。

新しい場所に現在のスタートアップ

コンフィギュレーションをコピーし

copynvram:startup-config
flash-filesystem:filename

例：

Device# copy nvram:startup-config
usbflash0:switch-config

ステップ 2   

て、コンフィギュレーションファイ

ルを作成します。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 3   

CONFIG_FILE環境変数を設定する
ことにより、フラッシュメモリにス

bootconfigflash-filesystem: filename

例：

Device(config)# boot config
usbflash0:switch-config

ステップ 4   

タートアップコンフィギュレーショ

ンファイルを格納することを指定し

ます。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

新しいコンフィギュレーションを入

力します。

次のいずれかを実行します。ステップ 6   

•新しいコンフィギュレーションをコピー
するには、FTP、RCP、TFTPを使用しま
す。NVRAMサイズの 3倍を超える大き
さのコンフィギュレーションをロードし

ようとすると、次のエラーメッセージが

表示されます。「[buffer overflow - file-size
/buffer-size bytes]」

• configureterminal

例：

Device# configure terminal

実行コンフィギュレーションの変更

が終わったら、新しいコンフィギュ

レーションを保存します。

copysystem:running-confignvram:startup-config

例：

Device(config)# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステップ 7   

例

以下に、usbflash0:に格納したコンフィギュレーションの例を示します。

Device# copy nvram:startup-config usbflash0:switch-config

Device# configure terminal

Device(config)# boot config usbflash0:switch-config

Device(config)# end

Device# copy system:running-config nvram:startup-config

ネットワークからのコンフィギュレーションコマンドのロード（CLI）
ネットワークサーバを使用して、大きなコンフィギュレーションを保存するには、このセクショ

ンの手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにし
ます。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要
求された場合）。

実行コンフィギュレーションを

FTP、RCP、TFTPのいずれかのサー
バに保存します。

copysystem:running-config {ftp: | rcp: | tftp:}

例：

Device# copy system:running-config ftp:

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 3   

起動時にスタートアップコンフィ

ギュレーションファイルをネット

bootnetwork {ftp:[[[//[username [:password
]@]location ]/directory ]/filename ] |
rcp:[[[//[username@]location ]/directory ]/filename
] | tftp:[[[//location ]/directory ]/filename ]}

ステップ 4   

ワークサーバからロードすること

を指定します。

例：

Device(config)# boot network
ftp://user1:guessme@example.com/dir10/file1

システムの起動時にコンフィギュ

レーションファイルをダウンロー

serviceconfig

例：

Device(config)# service config

ステップ 5   

ドするようにスイッチをイネーブル

にします。

グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 6   

設定を保存します。copysystem:running-confignvram:startup-config

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステップ 7   
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フラッシュメモリからスタートアップまたは実行コンフィギュレー

ションへのコンフィギュレーションファイルのコピー（CLI）
フラッシュメモリから現在の NVRAMにあるスタートアップコンフィギュレーションまたは実
行コンフィギュレーションへコンフィギュレーションファイルを直接コピーするには、ステップ

2のいずれかのコマンドを入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

次のいずれかを実行します。ステップ 2   • NVRAMにコンフィギュレーション
ファイルを直接ロードする、または• copy filesystem:

[partition-number:][filename ]
nvram:startup-config

•現在の実行コンフィギュレーションに
コンフィギュレーションファイルを

コピーします。• copy filesystem:
[partition-number:][filename ]
system:running-config

例：

Device# copy usbflash0:4:ios-upgrade-1
nvram:startup-config

例

次に、usbflash0にあるフラッシュメモリ PCカードのパーティション 4からスイッチのスタート
アップコンフィギュレーションへ ios-upgrade-1という名前のファイルをコピーする例を示しま
す。

Device# copy usbflash0:4:ios-upgrade-1 nvram:startup-config

Copy 'ios-upgrade-1' from flash device as 'startup-config' ? [yes/no] yes

[OK]
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フラッシュメモリファイルシステム間でのコンフィギュレーション

ファイルのコピー（CLI）
複数のフラッシュメモリファイルシステムを備えたプラットフォーム上では、内部フラッシュ

メモリなどのフラッシュメモリファイルシステムから他のフラッシュメモリファイルシステム

へファイルをコピーできます。異なるフラッシュメモリファイルシステムへファイルをコピー

すると、使用中のコンフィギュレーションのバックアップコピーを作成し、他のスイッチにコン

フィギュレーションを複製できます。フラッシュメモリファイルシステム間でコンフィギュレー

ションファイルをコピーするには、EXECモードで次のコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

フラッシュメモリのレイアウトと内容を表

示して、ファイル名を確認します。

show source-filesystem:

例：

Device# show flash:

ステップ 2   

フラッシュメモリデバイス間でコンフィ

ギュレーションファイルをコピーします。

copy source-filesystem:
[partition-number:][filename ]
dest-filesystem:[partition-number:][filename
]

ステップ 3   

•コピー元デバイスとコピー先デバイス
は同じにはできません。例えば、copy

例：

Device# copy flash: usbflash0:

usbflash0: usbflash0:コマンドは無効
です。

例

次に、内部フラッシュメモリのパーティション 1からスイッチ上の usbflash0のパーティション 1
へ running-configという名前のファイルをコピーする例を示します。この例では、コピー元のパー
ティションが指定されていないため、スイッチからパーティション番号を要求されます。

Device# copy flash: usbflash0:

System flash
Partition Size Used Free Bank-Size State Copy Mode
1 4096K 3070K 1025K 4096K Read/Write Direct
2 16384K 1671K 14712K 8192K Read/Write Direct

[Type ?<no> for partition directory; ? for full directory; q to abort]
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Which partition? [default = 1]
System flash directory, partition 1:
File Length Name/status
1 3142748 dirt/network/mars-test/c3600-j-mz.latest
2 850 running-config

[3143728 bytes used, 1050576 available, 4194304 total]
usbflash0 flash directory:
File Length Name/status
1 1711088 dirt/gate/c3600-i-mz
2 850 running-config

[1712068 bytes used, 2482236 available, 4194304 total]
Source file name? running-config

Destination file name [running-config]?
Verifying checksum for 'running-config' (file # 2)... OK
Erase flash device before writing? [confirm]
Flash contains files. Are you sure you want to erase? [confirm]
Copy 'running-config' from flash: device
as 'running-config' into usbflash0: device WITH erase? [yes/no] yes

Erasing device... eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee ...erased!

[OK - 850/4194304 bytes]
Flash device copy took 00:00:30 [hh:mm:ss]
Verifying checksum... OK (0x16)

FTP サーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー（CLI）

FTPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーするに
は、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権
EXEC

enable

例：

Device> enable

ス

テッ

プ 1   モードを

イネーブ

ルにしま

す。

•パス
ワー

ドを

入力

しま

す

（要

求さ

れた

場

合）。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

グローバ

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ス

テッ

プ 2   ルコン

フィギュ

レーショ

ンモード

を開始し

ます。こ

の手順

は、デ

フォルト

のリモー

トユーザ

名または

パスワー

ドを上書

きする場

合にだけ

必要です

（ステッ

プ 3およ
び 4を参
照）。

（任意）

リモート

ipftpusername username

例：

Device(config)# ip ftp username Admin01

ス

テッ

プ 3   ユーザ名

を指定し

ます。

（任意）

リモート

ipftppassword password

例：

Device(config)# ip ftp password adminpassword

ス

テッ

プ 4   パスワー

ドを指定

します。

（任意）

コンフィ

end

例：

Device(config)# end

ス

テッ

プ 5   ギュレー

ション

モードを

終了しま

す。この

ステップ
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目的コマンドまたはアクション

が必要に

なるの

は、デ

フォルト

のリモー

トユーザ

名を上書

きする場

合のみで

す（ス

テップ 3
および 4
を参

照）。

FTPを使
用して

copyftp: [[//location]/directory ]/bundle_nameflash:

例：

Device>copy

ス

テッ

プ 6   ネット

ワーク

サーバかftp:/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.12.02.EZP.150-12.02.EZP.150-12.02.EZP.bin
flash:

らフラッ

シュメモ

リデバイ

スへコン

フィギュ

レーショ

ンファイ

ルをコ

ピーしま

す。

次の作業

copy EXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示
される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。
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RCP サーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー（CLI）

RCPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーするに
は、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

（任意）グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。この手順は、デフォ

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ルトのリモートユーザ名またはパスワード

を上書きする場合にのみ必要です（ステップ

3を参照）。

（任意）リモートユーザ名を指定します。iprcmdremote-username username

例：

Device(config)# ip rcmd
remote-username Admin01

ステップ 3   

（任意）コンフィギュレーションモードを

終了します。この手順は、デフォルトのリ

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

モートユーザ名またはパスワードを上書き

する場合にのみ必要です（ステップ 3を参
照）。

RCPを使用してネットワークサーバからフ
ラッシュメモリデバイスへコンフィギュレー

copyrcp: [[[//[username@]location
]/directory] /bundle_name]flash:

例：

Device# copy

ステップ 5   

ションファイルをコピーします。追加情報

または確認を要求するスイッチからのプロン

プトに対し応答します。このプロンプトは、

copyコマンドで入力した情報量およびrcp://netadmin@172.16.101.101/bundle1
flash:

filepromptコマンドの現在の設定によって異
なります。

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
チ）

34 OL-30686-01-J  

コンフィギュレーションファイルの管理

RCP サーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーションファイルのコピー（CLI）



TFTP サーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー（CLI）

TFTPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーするに
は、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権
EXEC

enable

例：

Device> enable

ス

テッ

プ 1   モード

をイ

ネーブ

ルにし

ます。

•パ
ス

ワー

ド

を

入

力

し

ま

す

（要

求

さ

れ

た

場

合）。

TFTP
サーバ

copytftp: [[[//location ]/directory ]/bundle_nameflash:

例：

Device#

ス

テッ

プ 2   からフ

ラッ

シュメcopy
tftp:/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.12.02.EZP.150-12.02.EZP.150-12.02.EZP.bin
flash: モリデ

バイス

へファ
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目的コマンドまたはアクション

イルを

コピー

しま

す。追

加情報

または

確認を

要求す

るス

イッチ

からの

プロン

プトに

対し応

答しま

す。こ

のプロ

ンプト

は、

copyコ
マンド

で入力

した情

報量お

よび file
prompt
コマン

ドの現

在の設

定に

よって

異なり

ます。

例

次に、TFTPサーバから usbflash0に挿入されているフラッシュメモリカードへ、switch-configと
いう名前のコンフィギュレーションファイルをコピーする例を示します。コピーされたファイル

の名前は new-configに変更されます。

Device#
copy tftp:switch-config usbflash0:new-config
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スタートアップコンフィギュレーションファイルでのコンフィギュ

レーションコマンドの再実行（CLI）
スタートアップコンフィギュレーションファイルのコマンドを再実行するには、このセクション

の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

スタートアップコンフィギュレーションファイ

ルでコンフィギュレーションコマンドを再実行

します。

configurememory

例：

Device# configure memory

ステップ 2   

スタートアップコンフィギュレーションのクリア（CLI）
スタートアップコンフィギュレーションから設定情報を消去できます。スイッチをスタートアッ

プコンフィギュレーションなしで再起動した場合は、スイッチを最初から設定できるように、ス

イッチは、Setupコマンドファシリティに移行します。スタートアップコンフィギュレーション
の内容をクリアするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたは

アクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたは

アクション

スタートアップコンフィギュレーションの内容をクリアします。erasenvram

例：

Device# erase
nvram

ステッ

プ 2   
クラス Aフラッシュファイルシステムのプラットフォー
ム以外のすべてのプラットフォームでは、このコマンドに

より NVRAMが消去されます。スタートアップコンフィ
ギュレーションファイルは、いったん削除すると復元でき

ません。クラス Aフラッシュファイルシステムのプラッ
トフォーム上では、erase startup-config EXECコマンドを
使用すると、スイッチが CONFIG_FILE環境変数により指
定されたコンフィギュレーションを消去または削除しま

す。この変数がNVRAMを指定している場合は、スイッチ
により NVRAMが消去されます。CONFIG_FILE環境変数
がフラッシュメモリデバイスとコンフィギュレーション

ファイル名を指定している場合は、スイッチによりコン

フィギュレーションファイルが削除されます。つまり、そ

のコンフィギュレーションファイルは、スイッチにより消

去されるのではなく、「削除済み」としてマークされま

す。この機能では、削除されたファイルを回復できます。

（注）

指定されたコンフィギュレーションファイルの削除（CLI）
特定のフラッシュデバイスの指定された設定を削除するには、このセクションの手順を実行しま

す。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

特定のフラッシュデバイス上の指定されたコンフィギュレー

ションファイルを削除します。

delete
flash-filesystem:filename

例：

Device# delete
usbflash0:myconfig

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアク

ション

クラス Aおよび Bフラッシュファイルシステムで
は、フラッシュメモリ内の特定のファイルを削除する

と、そのファイルは削除済みとしてシステムにより

マークされます。これにより、undelete EXECコマン
ドを使用して、削除したファイルを後で回復できるよ

うになります。消去されたファイルは回復できませ

ん。コンフィギュレーションファイルを完全に消去す

るには、squeeze EXECコマンドを使用します。クラ
ス Cフラッシュファイルシステムでは、削除された
ファイルは回復できません。CONFIG_FILE環境変数
で指定されたコンフィギュレーションファイルを消去

または削除しようとした場合、システムにより削除の

確認を求めるプロンプトが表示されます。

（注）

クラス A フラッシュファイルシステムでの CONFIG_FILE 環境変数の指
定（CLI）

クラス Aフラッシュファイルシステムでは、CONFIG_FILE環境変数で指定されたスタートアッ
プコンフィギュレーションファイルをロードするようにCisco IOSソフトウェアを設定できます。
CONFIG_FILE変数のデフォルトは NVRAMになります。CONFIG_FILE環境変数を変更するに
は、このセクションの手順を実行してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにし
ます。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求
された場合）。

フラッシュファイルシステムにコ

ンフィギュレーションファイルをコ

copy [flash-url | ftp-url | rcp-url | tftp-url |
system:running-config | nvram:startup-config]
dest-flash-url

ステップ 2   

ピーします。再起動時には、ここか

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

らスイッチにファイルがロードされ

ます。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 3   

CONFIG_FILE環境変数を設定しま
す。この手順により、実行時の

bootconfig dest-flash-url

例：

Device(config)# boot config 172.16.1.1

ステップ 4   

CONFIG_FILE環境変数が変更され
ます。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

スタートアップコンフィギュレー

ションにステップ 3で実行されたコ
copysystem:running-confignvram:startup-config

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステップ 6   

ンフィギュレーションを保存しま

す。

（任意）CONFIG_FILE環境変数の
内容を確認できます。

showboot

例：

Device# show boot

ステップ 7   

例

次の例は、実行コンフィギュレーションファイルをスイッチにコピーします。その後、システム

が再起動されるとこのコンフィギュレーションがスタートアップコンフィギュレーションとして

使用されます。

Device# copy system:running-config usbflash0:config2
Device# configure terminal
Device(config)# boot config usbflash0:config2
Device(config)# end
Device# copy system:running-config nvram:startup-config
[ok]
Device# show boot
BOOT variable = usbflash0:rsp-boot-m
CONFIG_FILE variable = nvram:
Current CONFIG_FILE variable = usbflash0:config2
Configuration register is 0x010F
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次の作業

スタートアップコンフィギュレーションファイルの場所を指定すると、nvram:startup-configコ
マンドは、スタートアップコンフィギュレーションファイルの新しい場所のエイリアスとなりま

す。more nvram:startup-config EXECコマンドにより、スタートアップコンフィギュレーション
が、その場所に関係なく表示されます。erasenvram:startup-configEXECコマンドにより、NVRAM
の内容が消去され、CONFIG_FILE環境変数で指定されたファイルが削除されます。

copy system:running-config nvram:startup-configコマンドを使用して設定を保存した場合、スイッ
チにより、コンフィギュレーションファイルの完全バージョンは CONFIG_FILE環境変数で指定
した場所に保存され、抽出バージョンは NVRAMに保存されます。抽出バージョンとは、アクセ
スリスト情報を含まないバージョンです。NVRAMに完全バージョンのコンフィギュレーション
ファイルが含まれている場合、スイッチは、完全バージョンを抽出バージョンで上書きすること

を確認するプロンプトを表示します。NVRAMに抽出コンフィギュレーションが含まれている場
合、スイッチは確認のプロンプトを表示しないで NVRAMにある既存の抽出バージョンのコン
フィギュレーションファイルを上書きする処理を続行します。

フラッシュデバイスにあるファイルを CONFIG_FILE環境変数として指定した場合、copy
system:running-config nvram:startup-configコマンドでコンフィギュレーションファイルを保
存するたびに、古いコンフィギュレーションファイルは「deleted」とマークされ、新しいコン
フィギュレーションファイルがそのデバイスに保存されます。それでも古いコンフィギュレー

ションファイルがメモリを使用するため、最終的にフラッシュメモリは一杯になります。

squeeze EXECコマンドを使用して、古いコンフィギュレーションファイルを完全に削除して
から、領域を再要求してください。

（注）

コンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定

ネットワークコンフィギュレーションおよびホストコンフィギュレーションファイル名の順序

付きリストを指定できます。Cisco IOS XEソフトウェアは、適切なネットワークまたはホストコ
ンフィギュレーションファイルをロードするまで、このリストをスキャンします。

システムの起動時にコンフィギュレーションファイルをダウンロードするようにスイッチを設定

するには、次の項で説明する作業を少なくとも 1つ実行します。

•ネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定（CLI）

•ホストコンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定（CLI）

起動中にコンフィギュレーションファイルをロードできなかった場合、要求されたファイルがホ

ストから提供されるまで、スイッチは10分ごと（デフォルト設定）に再試行します。試行が失敗
するごとに、スイッチにより以下のメッセージがコンソール端末に表示されます。

Booting host-confg... [timed out]
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スタートアップコンフィギュレーションファイルになんらかの問題がある場合、またはコンフィ

ギュレーションレジスタが NVRAMを無視するように設定されている場合は、スイッチは Setup
コマンドファシリティに移行します。

ネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定

（CLI）
起動時にサーバからネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするように

Cisco IOSソフトウェアを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

起動時にダウンロードするネットワークコンフィ

ギュレーションファイルおよび使用されるプロト

コル（TFTP、RCP、または FTP）を指定します。

bootnetwork {ftp:[[[//[username
[:password ]@]location ]/directory
]/filename ] |
rcp:[[[//[username@]location

ステップ 3   

•ネットワークコンフィギュレーションファイ
ル名を指定しない場合、Cisco IOSソフトウェ

]/directory ]/filename ] |
tftp:[[[//location ]/directory
]/filename ]} アはデフォルトのファイル名の network-confg

例：

Device(config)# boot network
tftp:hostfile1

を使用します。アドレスを省略した場合、ス

イッチはブロードキャストアドレスを使用し

ます。

•複数のネットワークコンフィギュレーション
ファイルを指定できます。ソフトウェアは、

ネットワークコンフィギュレーションファイ

ルをロードできるまで、入力された順に試行し

ます。この手順は、異なる設定情報を持つ、

ネットワークサーバ上にロードされるファイ

ルを複数保持する場合に役立ちます。

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
チ）

42 OL-30686-01-J  

コンフィギュレーションファイルの管理

コンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定



目的コマンドまたはアクション

再起動時にネットワークファイルを自動的にロー

ドするようにシステムをイネーブルにします。

serviceconfig

例：

Device(config)# service
config

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションファイルに保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

Device# copy

ステップ 6   

system:running-config
nvram:startup-config

ホストコンフィギュレーションファイルをダウンロードするスイッチの設定（CLI）
起動時にサーバからホストコンフィギュレーションファイルをダウンロードするようにCisco IOS
ソフトウェアを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

起動時にダウンロードするホストコン

フィギュレーションファイルおよび使

boothost {ftp:[[[//[username [:password
]@]location ]/directory ]/filename ] |
rcp:[[[//[username@]location ]/directory ]/filename
] | tftp:[[[//location ]/directory ]/filename ] }

ステッ

プ 3   
用されるプロトコル（FTP、RCP、また
は TFTP）を指定します。

例：

Device(config)# boot host tftp:hostfile1

•ホストコンフィギュレーション
ファイルの名前を指定しない場合、

スイッチは、それ自身の名前を使用

してホストコンフィギュレーショ

ンファイル名を形成します。この

とき、その名前はすべて小文字に変

換され、すべてのドメイン情報は削

除され、「-config」が追加されま
す。ホスト名の情報を利用できない

場合は、ソフトウェアはデフォルト

のホストコンフィギュレーション

ファイル名のスイッチ -confgを使
用します。アドレスを省略した場

合、スイッチはブロードキャスト

アドレスを使用します。

•複数のホストコンフィギュレーショ
ンファイルを指定できます。Cisco
IOSソフトウェアは、ホストコン
フィギュレーションファイルをロー

ドできるまで、入力された順に試行

します。この手順は、異なる設定情

報を持つ、ネットワークサーバ上

にロードされるファイルを複数保持

する場合に役立ちます。

再起動時にホストファイルを自動的に

ロードするようにシステムをイネーブル

にします。

serviceconfig

例：

Device(config)# service config

ステッ

プ 4   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

end

例：

Device(config)# end

ステッ

プ 5   
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションファイ

ルに保存します。

copysystem:running-confignvram:startup-config

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステッ

プ 6   

例

次に、hostfile1という名前のホストコンフィギュレーションファイルおよび networkfile1という
名前のネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするようにスイッチを設定

する例を示します。スイッチは TFTPおよびブロードキャストアドレスを使用してファイルを取
得します。

Device# configure terminal
Device(config)# boot host tftp:hostfile1
Device(config)# boot network tftp:networkfile1
Device(config)# service config
Device(config)# end
Device# copy system:running-config nvram:startup-config

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command
Reference』

Cisco IOSコンフィギュレーションコマンド

エラーメッセージデコーダ

Link説明

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/Errordecoder/
index.cgi

このリリースのシステムエラーメッセージを

調査し解決するために、エラーメッセージデ

コーダツールを使用します。
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標準

Title規格

--この機能がサポートする新しい規格または変更

された規格はありません。また、この機能によ

る既存規格のサポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

•新しいMIBまたは変更されたMIBはサ
ポートされていません。また、既存のMIB
に対するサポートに変更はありません。

RFC

TitleRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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